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【手続補正書】
【提出日】平成31年3月8日(2019.3.8)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ビデオデータのスライス中のブロックをコーディングすることであって、前記スライス
が前記ビデオデータの１つまたは複数のブロックを備える、コーディングすることと、
　前記ブロックに対応するビットをバッファに記憶することと、
　前記スライス中の前記ブロックの位置を示す情報を決定することと、
　前記スライス中の前記ブロックの前記位置に少なくとも部分的に基づいて前記バッファ
の満杯を決定することと、
　前記スライス中のスレッショルド位置を決定することと、ここにおいて前記スレッショ
ルド位置に到達する前に第１の位置においてコーディングされた各ブロックは、第１の値
に等しい一時的最大バッファサイズを有し、前記スレッショルド位置に到達した後に第２
の位置においてコーディングされた各ブロックは、調整可能値に等しい一時的最大バッフ
ァサイズを有し、前記調整可能値は前記第１の値未満である、
　を備える、ディスプレイリンクビデオ圧縮の方法。
【請求項２】
　前記バッファに記憶されたビットの数を決定することをさらに備え、前記バッファの満
杯を決定することは、さらに前記バッファに記憶されたビットの前記決定された数に少な
くとも部分的に基づく、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記一時的最大バッファサイズは、前記ブロックの前記位置について前記バッファに記
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憶できる、ビットの望ましい最大数を示し、前記バッファの満杯を決定することは、前記
一時的最大バッファサイズで、前記バッファに記憶されたビットの前記数を割り算するこ
とを備える、請求項２に記載の方法。
【請求項４】
　前記バッファの最大容量と、前記スライスが完全にコーディングされた後に前記バッフ
ァに記憶されることになるビットの望ましい最大数とを決定することとをさらに備える、
請求項１に記載の方法。
【請求項５】
　前記第１の値は前記バッファの前記最大容量に等しい、請求項４に記載の方法。
【請求項６】
　前記スライスが完全にコーディングされた後に前記バッファに記憶されることになるビ
ットの前記望ましい最大数に基づいて、前記スレッショルド位置に到達した後に前記第２
の位置においてコーディングされた各ブロック毎に前記調整可能値を減少させることをさ
らに備える、請求項５に記載の方法。
【請求項７】
　前記スライス中の前記ブロックの前記位置を示す前記情報を決定することは、コーディ
ング済である前記スライス中のブロックの数を決定することを備える、請求項１に記載の
方法。
【請求項８】
　ビデオデータのスライス中のブロックをコーディングするように構成され、前記スライ
スが前記ビデオデータの１つまたは複数のブロックを備える、プロセッサと、
　前記プロセッサに結合され、前記ブロックに対応するビットを記憶するように構成され
るバッファと
を備え、
　前記プロセッサは、前記スライス中の前記ブロックの位置を示す情報を決定し、前記ス
ライス中の前記ブロックの前記位置に少なくとも部分的に基づいて前記バッファの満杯を
決定することと、
　前記スライス中のスレッショルド位置を決定することと、ここにおいて前記スレッショ
ルド位置に到達する前に第１の位置においてコーディングされた各ブロックは、第１の値
に等しい一時的最大バッファサイズを有し、前記スレッショルド位置に到達した後に第２
の位置においてコーディングされた各ブロックは、調整可能値に等しい一時的最大バッフ
ァサイズを有し、前記調整可能値は前記第１の値未満である、
　を行うようにさらに構成される、ディスプレイリンクビデオ圧縮のための装置。
【請求項９】
　前記プロセッサは、前記バッファに記憶されたビットの数を決定するようにさらに構成
され、前記バッファの満杯を決定することは、さらに前記バッファに記憶されたビットの
前記決定された数に少なくとも部分的に基づく、請求項８に記載の装置。
【請求項１０】
　前記一時的最大バッファサイズは、前記ブロックの前記位置について前記バッファに記
憶できる、ビットの望ましい最大数を示し、前記バッファの満杯を決定することは、前記
一時的最大バッファサイズで、前記バッファに記憶されたビットの前記数を割り算するこ
とを備える、請求項９に記載の装置。
【請求項１１】
　前記プロセッサは、前記バッファの最大容量と、前記スライスが完全にコーディングさ
れた後に前記バッファに記憶されることになるビットの望ましい最大数とを決定するよう
にさらに構成される、請求項８に記載の装置。
【請求項１２】
　前記第１の値は前記バッファの前記最大容量に等しい、請求項１１に記載の装置。
【請求項１３】
　前記プロセッサが、前記スライスが完全にコーディングされた後に前記バッファに記憶
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されることになるビットの前記望ましい最大数に基づいて、前記スレッショルド位置に到
達した後に前記第２の位置においてコーディングされた各ブロック毎に前記調整可能値を
減少させるようにさらに構成される、請求項１２に記載の装置。
【請求項１４】
　前記スライス中の前記ブロックの前記位置を示す前記情報を決定することは、コーディ
ング済である前記スライス中のブロックの数を決定することを備える、請求項１３に記載
の装置。
【請求項１５】
　非一時的なコンピュータ可読記憶媒体であって、
　実行されたときに、デバイスのプロセッサに、
　ビデオデータのスライス中のブロックをコーディングすることであって、前記スライス
が前記ビデオデータの１つまたは複数のブロックを備える、コーディングすることと、
　前記ブロックに対応するビットをバッファに記憶することと、
　前記スライス中の前記ブロックの位置を示す情報を決定することと、
　前記スライス中の前記ブロックの前記位置に少なくとも部分的に基づいて前記バッファ
の満杯を決定することと、
　前記スライス中のスレッショルド位置を決定することと、ここにおいて前記スレッショ
ルド位置に到達する前に第１の位置においてコーディングされた各ブロックは、第１の値
に等しい一時的最大バッファサイズを有し、前記スレッショルド位置に到達した後に第２
の位置においてコーディングされた各ブロックは、調整可能値に等しい一時的最大バッフ
ァサイズを有し、前記調整可能値は前記第１の値未満である、
　を行わせる、そこに記憶された命令を有する、非一時的なコンピュータ可読記憶媒体。
【請求項１６】
　実行されたときに、前記バッファに記憶されたビットの数を決定することを前記プロセ
ッサに行わせる、そこに記憶された命令をさらに有し、前記バッファの満杯を決定するこ
とは、さらに前記バッファに記憶されたビットの前記決定された数に少なくとも部分的に
基づく、請求項１５に記載の非一時的なコンピュータ可読記憶媒体。
【請求項１７】
　前記一時的最大バッファサイズは、前記ブロックの前記位置について前記バッファに記
憶できる、ビットの望ましい最大数を示し、前記バッファの満杯を決定することは、前記
一時的最大バッファサイズで、前記バッファに記憶されたビットの前記数を割り算するこ
とを備える、請求項１６に記載の非一時的なコンピュータ可読記憶媒体。
【請求項１８】
　実行されたときに、前記バッファの最大容量と、前記スライスが完全にコーディングさ
れた後に前記バッファに記憶されることになるビットの望ましい最大数とを決定すること
とを前記プロセッサに行わせる、そこに記憶された命令をさらに有する、請求項１５に記
載の非一時的なコンピュータ可読記憶媒体。
【請求項１９】
　前記第１の値は前記バッファの前記最大容量に等しい、請求項１８に記載の非一時的な
コンピュータ可読記憶媒体。
【請求項２０】
　実行されたときに、前記スライスが完全にコーディングされた後に前記バッファに記憶
されることになるビットの前記望ましい最大数に基づいて、前記スレッショルド位置に到
達した後に前記第２の位置においてコーディングされた各ブロック毎に前記調整可能値を
減少させることを前記プロセッサに行わせる、そこに記憶された命令をさらに有する、請
求項１９に記載の非一時的なコンピュータ可読記憶媒体。
【請求項２１】
　ビデオデータのスライス中のブロックをコーディングするための手段であって、前記ス
ライスが前記ビデオデータの１つまたは複数のブロックを備える、コーディングするため
の手段と、
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　前記ブロックに対応するビットをバッファに記憶するための手段と、
　前記スライス中の前記ブロックの位置を示す情報を決定するための手段と、
　前記スライス中の前記ブロックの前記位置に少なくとも部分的に基づいて前記バッファ
の満杯を決定するための手段と、
　前記スライス中のスレッショルド位置を決定するための手段と、ここにおいて前記スレ
ッショルド位置に到達する前に第１の位置においてコーディングされた各ブロックは、第
１の値に等しい一時的最大バッファサイズを有し、前記スレッショルド位置に到達した後
に第２の位置においてコーディングされた各ブロックは、調整可能値に等しい一時的最大
バッファサイズを有し、前記調整可能値は前記第１の値未満である、
　を備える、ビデオコーディングデバイス。
【請求項２２】
　前記バッファに記憶されたビットの数を決定するための手段をさらに備え、前記バッフ
ァの満杯を決定することは、さらに前記バッファに記憶されたビットの前記決定された数
に少なくとも部分的に基づく、請求項２１に記載のビデオコーディングデバイス。
【請求項２３】
　前記一時的最大バッファサイズは、前記ブロックの前記位置について前記バッファに記
憶できる、ビットの望ましい最大数を示し、前記バッファの満杯を決定することは、前記
一時的最大バッファサイズで、前記バッファに記憶されたビットの前記数を割り算するこ
とを備える、請求項２２に記載のビデオコーディングデバイス。
【請求項２４】
　前記バッファの最大容量と、前記スライスが完全にコーディングされた後に前記バッフ
ァに記憶されることになるビットの望ましい最大数とを決定することとをさらに備える、
請求項２１に記載のビデオコーディングデバイス。
【請求項２５】
　前記第１の値は前記バッファの前記最大容量に等しい、請求項２４に記載のビデオコー
ディングデバイス。
【請求項２６】
　前記スライスが完全にコーディングされた後に前記バッファに記憶されることになるビ
ットの前記望ましい最大数に基づいて、前記スレッショルド位置に到達した後に前記第２
の位置においてコーディングされた各ブロック毎に前記調整可能値を減少させるための手
段をさらに備える、請求項２５に記載のビデオコーディングデバイス。
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